
福岡県農林水産まつりで、ウニ割体験会を開催！！
～ ブルーカーボン推進の取組みを紹介 ～

福岡県ではブルーカーボンの創出を推進するため、筑前海沿海の漁協や市町、九州大学、民間企業等から構成される「福岡
県ブルーカーボン推進協議会」を立ち上げ、海藻を食害するウニの除去や、除去したウニの養殖の取組を進めています。

令和６年１１月２日（土）、３日（日）に開催された福岡県農林水産まつりにおいて、福岡県水産海洋技術センターでは、
ブルーカーボンのＰＲを行いました。

当日、パネルでブルーカーボンの取組みを紹介するとともに、漁場から身入りの悪いウニを取り上げ、短期間の養殖で身入
りを増やしたウニを用いて、ウニ割体験を行いました。

ブルーカーボンに関する取組み：[福岡県水産海洋技術センター]



ウニ割体験は、福岡のタレント岡澤アキラさんの呼び込みもあって、１００名を超える来客者で盛況な結果となりました。

参加者からは、「生きたウニに初めて触った！」、「ウニが海藻を食べて、漁業者が困っていることを初めて知った！」
「身を取り出す作業が大変で、ウニの価格が高い理由がわかった！」等の声がありました。

ウニ割体験を紹介する岡澤アキラ氏

ブルーカーボン ブース ウニ割体験の状況

ムラサキウニ ウニ割指導の状況 ウニの身入り状況


